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50th50th

������ (�)

昭
和
30
年
２
月
11
日
に
白
子
町

が
誕
生
し
て
今
年
で
50
年
、
半
世

紀
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
節
目
の

年
を
記
念
し
、
町
内
外
か
ら
約
２

５
０
名
の
方
を
お
迎
え
し
て
２
月

11
日(

祝)

に
青
少
年
セ
ン
タ
ー
で

記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
前
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

は
、
白
子
中
学
校
吹
奏
楽
部
と
千

葉
県
警
音
楽
隊
に
よ
る
演
奏
や
、

県
警
音
楽
隊
の
伴
奏
で
踊
り
の
サ
ー

ク
ル
団
体
の
み
な
さ
ん
が
客
席
で

白
子
音
頭
を
踊
る
な
ど
、
会
場
を

盛
り
上
げ
ま
し
た
。

式
典
で
は
白
子
町
と
同
い
年
の

岡
澤
和
子
さ
ん

(

関
東
区)

が
司

会
を
務
め
、
町
長
は
今
日
の
町
の

礎
を
築
か
れ
た
先
達
へ
感
謝
す
る

と
と
も
に
、
厳
し
い
時
代
だ
が
、

こ
れ
か
ら
も

｢

さ
す
が
白
子｣

と

言
わ
れ
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
た
い
と
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
姉
妹
都
市
の
長
野
県
小

谷
村
か
ら
も
村
長
と
議
長
が
駆
け

つ
け
、
毎
年
参
加
し
て
い
る
南
白

亀
川
イ
カ
ダ
の
ぼ
り
競
争
の
思
い

出
話
な
ど
を
し
な
が
ら
、
こ
の
10

年
間
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

最
後
に
町
の
発
展
に
尽
く
さ
れ

た
１
４
７
名
の
方
々
へ
表
彰
状
な

ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
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�
�
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�
�

日
本
国
民
で
昭
和
60
年
３
月
14
日
ま
で
に
生
ま
れ
、
平

成
16
年
12
月
１
日
ま
で
に
本
町
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る

方
で
、
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
。
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
て
も
、
投
票
日
ま
で
に
県
外
へ

転
出
し
た
方
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

�
�
	


�
�

�
�
�
�

①
２
月
８
日
以
降
に
町
内
で
住
所
変
更
の
届
出
を
し
た

方
は
、
旧
住
所
地
の
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

②
平
成
16
年
12
月
２
日
以
降
に
県
内
の
他
市
町
村
か
ら

本
町
に
転
入
届
出
を
し

(

移
転
は
１
回
に
限
る)

、

前
住
所
地
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
は
、

投
票
日
当
日
に
前
住
所
地
の
投
票
所
で
投
票
す
る
か
、

前
日
ま
で
に
前
住
所
地
で
期
日
前
投
票
を
、
ま
た
は

本
町
に
お
い
て
不
在
者
投
票
を

(

請
求
手
続
き
は
前

住
所
地
の
選
挙
管
理
委
員
会
へ)

し
て
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�

入
場
整
理
券
は
切
り
離
し
、
必
ず
投
票
所
に
本
人
の
分

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
入
場
整
理
券
が
郵
送
さ
れ
な
か
っ

た
り
紛
失
し
た
り
し
た
場
合
で
も
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
れ
ば
投
票
は
で
き
ま
す
の
で
投
票
所
の
受
付
へ

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

入
場
整
理
券
は
２
月
25
日
頃
か
ら
順
次
郵
送
さ
れ
る
予

定
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
 
�

!
"

���
#$
%&
'

投
票
日
に
仕
事
や
冠
婚
葬
祭
、
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
で
投
票

所
へ
行
け
な
い
見
込
み
の
方
は
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
従
来
ど
お
り
宣
誓
書
の
提
出
は
必
要
で
す
。

■

�
�

２
月
25
日(

金)

〜
３
月
12
日(

土)

の

８
時
30
分
〜
20
時

■

�
�

役
場
２
階
第
３
会
議
室

■

�
�
�
�
	



入
場
整
理
券

(

な
く
て
も
投
票
で
き
ま
す)

�
(
)
*
+
�
,
-
�
�
�
�
�

都
道
府
県
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
す
る
病
院
や
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
に
入
院
・
入
所
中
で
、
不
在
者
投
票
事
由
に

該
当
す
る
方
は
、
そ
の
施
設
内
で
不
在
者
投
票
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

手
続
き
や
方
法
に
つ
い
て
は
、
そ
の
病
院
・
施
設
な
ど

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
.
�
/
�
�
�
�
�
�
�

仕
事
や
学
校
、
旅
行
な
ど
で
ほ
か
の
市
町
村
に
滞
在
中

で
、
投
票
日
ま
で
に
白
子
町
に
帰
れ
な
い
方
で
も
、
最
寄

り
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

こ
の
場
合
は
手
続
き
に
日
数
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
白
子
町
選
挙
管
理
委
員
会
に
不
在
者
投
票
の
請
求

を
し
て
く
だ
さ
い
。

�
0
1
2
3
4
�
�
�
�
�
�

身
体
に
重
度
の
障
害
の
あ
る
方

(

身
体
障
害
者
手
帳
ま

た
は
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
て
障
害
の
内
容

が
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
方
や
、
介
護
保
険
法
に
よ
る

要
介
護
者
で
要
介
護
状
態
区
分
が
要
介
護
５
で
あ
る
方)

で
、
投
票
所
へ
行
く
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、
自
宅
で

郵
送
等
に
よ
り
投
票
で
き
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
投
票
用
紙
な
ど
に
自
書
で
き
な
い
方
は

利
用
で
き
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
代
理
記
載
制
度
が
設
け
ら
れ
、
身
体
障
害
者

手
帳
ま
た
は
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
て
障
害

の
内
容
が
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
方
は
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

い
ず
れ
の
場
合
も

｢

郵
便
等
投
票
証
明
書｣

の
交
付
を

受
け
て
い
る
方
が
利
用
で
き
る
制
度
で
す
の
で
、
証
明
書

の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、
至
急
、
選
挙
管
理
委
員

会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
5
6
7
8
�
9
:
;
<
=
>

選
挙
公
報
は
、
３
月
５
日
頃
の
朝
日
新
聞
・
読
売
新
聞
・

毎
日
新
聞
・
産
経
新
聞
・
千
葉
日
報
の
朝
刊
に
折
り
込
み

配
布
し
ま
す
。

?
@
A
B
C

白
子
町
選
挙
管
理
委
員
会

�
３
３－

２
１
１
１

(

役
場
２
階

総
務
課
内)
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○�� ４０歳以上の方
○�� 運動器具を使い､ 筋力アップや体の柔軟性・

筋肉バランスを強化する機能訓練
○�� スポーツトレーナー

�	
���������

○�� ４０歳以上の方とその家族
○�� 高齢者の骨折などの予防に必要な

食生活の注意事項や対策
○�� 栄養士

������������

○�� おおむね６０歳以上の方
○�� 家事をしていた家族の病気や入院､

死亡などによる食生活の改善と自立
のための炊事や洗濯などの家事訓練

○�� 介護福祉士・ホームヘルパー

������(�)
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� � � � � �
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☆��� 『骨粗しょう症の食事について』
講師 在宅栄養士 松本礼子先生

☆ ! １０：００～１１：３０
☆"�# 無料
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生
ま
れ
た
日
の
翌
月
か
ら
９
歳
に

な
っ
た
年
の
３
月
ま
で
。

(

９
歳
到
達
後
の
年
度
末
ま
で)

最
初
の
子
ど
も
か
ら
も
ら
え
ま
す
。

１
人
目

５
千
円

(

月
額)

２
人
目

５
千
円

(

月
額)

３
人
目
以
降
１
万
円

(

月
額)

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

役
場
の
住
民
課
で
、
認
定
請
求
書
な
ど

を
提
出
し
ま
す
。(

公
務
員
の
場
合
は
勤

務
先
と
な
り
ま
す
。)

�

�
�
�
	


�

支
給
月
は
、
２
月
・
６
月
・
10
月
の
年

３
回
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分

(

例
え
ば

６
月
に
は
２
〜
５
月
ま
で
の
４
か
月
分)

が
ま
と
め
て
も
ら
え
ま
す
。

初
め
て
も
ら
う
時
は
、
申
請
し
た
翌
月

分
か
ら
支
払
月
の
前
月
分
ま
で
が
支
払
わ

れ
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

子
ど
も
と
暮
ら
し
、
子
ど
も
を
養
い
、

守
り
育
て
る
方
な
ら
、
児
童
手
当
が
も
ら

え
ま
す
。

た
だ
し
、
条
件
が
あ
り
ま
す
。

１
、
日
本
国
内
に
住
所
が
あ
る
こ
と
。

(

国
籍
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。)

２
、
児
童
手
当
が
も
ら
え
る
の
は
小
学
校

３
年
生
修
了
ま
で
で
す
。

３
、
所
得
額
の
制
限
が
あ
り
ま
す
。

(

子
ど
も
を
養
育
し
、
生
計
を
維
持
し

て
い
る
方
で
、
所
得
が
一
定
額
未
満
の

場
合
に
も
ら
え
ま
す
。)

４
、
親
が
養
育
し
て
い
な
い
場
合
は
、
親

で
な
く
て
も
子
ど
も
と
暮
ら
し
、
子
ど

も
を
養
い
、
守
り
育
て
て
い
る
方
で
あ

れ
ば
、
児
童
手
当
が
も
ら
え
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
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支
給
対
象
児
童
が
増
え
た
と
き

�
�
�
�
�

支
給
対
象
児
童
が
減
っ
た
と
き

�
	


�
�

�
�

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
が
退
職
し
、
特
例

給
付
の
受
給
資
格
が
な
く
な
っ
た
と
き

こ
の
手
当
を
も
ら
え
る
の
は
、
次
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
18
歳
到
達

後
の
年
度
末
ま
で
の
児
童

(

障
害
児
は
20
歳
未
満)

を
監
護
し
て
い
る

母
親
、
ま
た
は
母
に
か
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
で
す
。

○
父
母
の
離
婚
後
、
父
と
一
緒
に
生
活
し
て
い
な
い
児
童

○
父
が
死
亡
し
た
児
童

○
父
が
重
度
の
障
害

(

国
民
年
金
の
障
害
等
級
１
級
程
度)

に
あ
る

児
童

○
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
童

○
父
か
ら
引
き
続
き
１
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
児
童

○
父
が
法
令
に
よ
り
引
き
続
き
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

○
未
婚
の
母
の
児
童

○
生
ま
れ
た
と
き
の
事
情
が
不
明
な
児
童

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
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�
�
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◆
対
象
児
童
ま
た
は
母

(

養
育
者)

の
住
所
が
日
本
国
内
に
な
い
と
き

◆
対
象
児
童
ま
た
は
母

(

養
育
者)

が
公
的
年
金
や
労
災
に
よ
る
遺
族

補
償
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き

(

老
齢
福
祉
年
金
を
除
く)

◆
母
の
配
偶
者

(

事
実
婚
も
含
む)

に
養
育
さ
れ
て
い
る
と
き

※
所
得
に
よ
り
支
給
が
制
限
、
停
止
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
手
当
が
も
ら
え
る
の
は
、
20
歳
未
満
で
身
体
や
精
神
に
一
定
の

障
害
を
も
つ
児
童
の
父
か
母
、
ま
た
は
父
母
に
か
わ
っ
て
児
童
を
養
育

し
て
い
る
方
で
す
。

�
�
�
�
�
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◆
対
象
児
童
ま
た
は
父
母(

養
育
者)

の
住
所
が
日
本
国
内
に
な
い
と
き

◆
対
象
児
童
が
、
障
害
に
よ
り
公
的
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き

◆
対
象
児
童
が
施
設
に
入
所
し
て
い
る
と
き

※
所
得
に
よ
り
、
支
給
を
停
止
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
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※
該
当
に
な
っ
て
も
手
続
き
を
し
な
い

と
手
当
は
も
ら
え
ま
せ
ん
。
手
続
き

が
遅
れ
る
と
、
遅
れ
た
月
分
の
手
当

は
も
ら
え
ま
せ
ん
。

ま
た
、
該
当
し
な
く
な
っ
た
ま
ま

手
当
を
も
ら
っ
て
し
ま
う
と
、
も
ら
っ

た
手
当
を
返
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
の
で
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
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※新たに口座振替での前納を希望される方は､ ３月上旬までに金融機関､ または千葉社会保険事務所
へ手続きしてください｡ (手続きが遅れた場合は割引にならない事もあります｡)
引き続き､ 口座での前納される方は自動的に割引となります｡
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通常の月々の口座振替は翌月末に振替えられますが､ 早割制度を利用すると４０円割引となります｡
申し込んだ翌月末 (初回) の口座振替で２か月分の保険料 (従前の保険料と４０円割引された保険

料) が引落しになり､ その後の毎月の保険料が４０円割引となります｡

:;<=> ?@AB��CDE FDG �(+*H$+$HI*$J

����������������������������������

K L M

①平成３年３月以前の国民年金任意加入対象者であった学生
②昭和61年３月以前の国民年金任意加入対象者であった厚生年金等に加入していた方の
配偶者
①及び②に該当する方で､ 任意加入しなかった期間中に生じた傷病が､ 現在､ 障害基

礎年金の１・２級相当の障害の状態にある方

NOPQ

○受付は､ ４月１日から役場保健福祉課 (国民年金係) で行います｡
○支給の起算日は､ 請求月の翌月となりますので４月中に請求してください｡
※対象者であるか､ 障害の程度が該当するかどうか細かく確認しますので､ 決定まで数
か月かかります｡ あらかじめご了承ください｡
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日
本
が
太
平
洋
戦
争
に
敗
れ
て

今
年
で
60
年
に
な
り
ま
す
が
、
私

も
含
め
て
戦
後
生
ま
れ
、
戦
争
を

知
ら
な
い
世
代
が
多
く
な
り
、
当

時
を
伝
え
る
本
や
映
画
を
見
て
も
、

あ
ま
り
深
く
は
考
え
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
し
て
、
茂
原
に
海

軍
の
飛
行
場
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど

は
今
も
い
く
つ
か
残
さ
れ
て
い
る

掩
体
壕
が
何
と
な
く
歴
史
を
伝
え

て
い
る
程
度
で
、
経
緯
さ
え
知
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

先
日
、
高
校
の
恩
師
で
茂
原
市

在
住
の
麻
生�

一
先
生
か
ら

｢

孫

に
伝
え
る
爺
の
戦
争
体
験｣

と
い

う
著
書
を
い
た
だ
き
、
茂
原
飛
行

場
の
こ
と
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い

ま
し
た
の
で
、
許
し
を
得
て
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

太
平
洋
戦
争
が
始
ま
っ
た
の
は

昭
和
16
年
12
月
８
日
で
し
た
が
、

そ
の
少
し
前
の
９
月
に
、
突
然
、

茂
原
に
海
軍
飛
行
場
の
建
設
が
決

ま
り
、
予
定
地
内
１
２
０
戸
に
強

制
移
転
の
命
令
が
下
さ
れ
た
そ
う

で
す
。
し
か
も
、
時
局
が
重
大
で

あ
る
た
め
期
限
は
３
か
月
以
内
、

そ
の
上
、
代
替
地
の
斡
旋
は
な
く

移
転
先
は
自
分
で
探
す
こ
と
、
代

金
は
払
わ
れ
る
も
の
の
評
価
は
軍

が
一
方
的
に
決
め
、
交
渉
の
余
地

な
ど
全
く
な
し
。
文
句
で
も
言
お

う
も
の
な
ら
国
賊
扱
い
。
本
の
著

者
、
麻
生
先
生
の
家
も
当
事
者
の

一
軒
で
、
先
生
は
小
学
校
３
年
生

な
が
ら
荷
車
で
の
引
越
し
か
ら
墓

地
の
移
転
の
た
め
先
祖
の
お
骨
堀

り
ま
で
手
伝
っ
た
そ
う
で
す
。

飛
行
場
用
地
と
な
っ
た
の
は
現

在
の
三
井
化
学
の
工
場
辺
り
を
中

心
に
、
北
は
茂
原
工
業
高
校
、
南

は
市
営
球
場
、
東
は
東
中
学
校
、

西
は
茂
原
中
学
校
の
方
形
に
萩
原

小
学
校
付
近
が
加
わ
っ
た
よ
う
な

地
域
。
１
�
２
０
０
ｍ
の
滑
走
路

が
南
北
２
本
、
東
西
に
１
本
あ
り

ま
し
た
が
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
は

な
く
、
ク
レ
ー
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

の
よ
う
に
粘
土
を
に
が
り
で
固
め

た
も
の
。
そ
の
土
も
早
野
地
区
か

ら
４
㎞
以
上
ケ
ー
ブ
ル
を
敷
設
し
、

も
う
一
方
は
腰
当
地
区
か
ら
２
㎞

以
上
も
ト
ロ
ッ
コ
で
運
ん
だ
と
の

こ
と
で
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
も
パ
ワ
ー

シ
ョ
ベ
ル
も
な
い
時
代
、
か
な
り

の
重
労
働
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像

で
き
ま
す
。
当
時
の
軍
の
威
圧
の

強
さ
に
逆
ら
え
な
い
絶
対
服
従
の

背
景
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
人
間

の
力
の
凄
さ
に
改
め
て
感
心
し
ま

し
た
。

も
し
、
あ
と
２
・
３
か
月
戦
争

が
続
い
て
い
た
ら
、
飛
行
場
を
標

的
に
さ
れ
、
九
十
九
里
沖
か
ら
の

攻
撃
や
米
軍
の
上
陸
も
あ
っ
た
だ

ろ
う
と
い
う
説
も
あ
り
、
そ
う
な
っ

て
い
た
ら
白
子
も
ど
う
な
っ
て
い

た
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

召
集
令
状
も
戦
死
の
知
ら
せ
も
、

ど
ち
ら
も
１
枚
の
紙
切
れ
だ
け
。

そ
れ
で
若
者
の
人
生
が
左
右
さ
れ

る
時
代
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
今
の

子
ど
も
た
ち
に
教
え
て
も
理
解
で

き
な
い
こ
と
が
多
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
自
由
や
権
利
を
教
え
る

と
と
も
に
、
戦
争
の
残
酷
さ
、
悲

惨
さ
を
き
ち
ん
と
教
え
、
多
く
の

犠
牲
者
の
上
に
現
在
の
平
和
が
あ

る
こ
と
を
、
し
っ
か
り
と
伝
え
継

ぐ
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
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浜
友
会

(

代
表

内
山
岩
雄
さ

ん)

で
は
、
毎
年
保
育
所
の
卒
園

記
念
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
石
膏
の

手
型
作
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

年
も
２
月
10
日
に
３
保
育
所
を
ま

わ
り
82
名
の
手
型
を
作
り
ま
し
た
。

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
皿
に
自
分

で
名
前
を
書
い
た
紙
を
裏
返
し
て

置
き
、
石
膏
を
流
し
て
少
し
固
ま
っ

た
ら
手
に
朱
墨
を
つ
け
て
型
を
取

り
ま
す
。
完
全
に
固
ま
っ
た
ら
皿

を
は
が
し
て
周
り
を
鉋
で
か
た
ど

り
、
上
に
穴
を
開
け
て
紐
を
通
せ

ば
完
成
。
型
を
取
る
作
業
は
鶴
岡

喜
義
さ
ん
の
担
当
で
一
人
ひ
と
り

に
声
を
か
け
な
が
ら
行
い
ま
す
。

手
型
と
幼
い
頃
の
文
字
が
一
緒
に

残
り
記
念
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
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文
化
財
を
守
る
会
・
一
月
度
の

｢

古
文
書
学
習
会｣

に
川
村
優
先

生
が
用
意
し
て
下
さ
っ
た
の
は
元

禄
六
年

(

一
六
九
三)

に
書
か
れ

た
三
一
二
年
前
の
文
書
で
し
た
。

代
官
が
白
子
海
岸
に
漂
着
し
た

材
木
を
預
か
っ
た
が
、
持
ち
主
が

現
れ
な
い
の
で
村
に
払
い
下
げ
る

と
い
う
内
容
で
す
。

幸
地

(

治)

村
、
中
里
村
、
驚

村
、
古
所
村
、
そ
り

(

剃)

金
村

の
名
主
が
名
を
連
ね
、
古
帆
柱
な

ど
遭
難
船
の
も
の
と
思
わ
れ
る
材

木
の
寸
法
が
記
さ
れ
、
一
部
を
神

社
や
寺
の
用
材
に
寄
進
し
た
と
書

か
れ
た
一
枚
の
古
文
書
か
ら
、
三

〇
〇
年
以
上
昔
の
白
子
町
の
姿
が

ま
ざ
ま
ざ
と
よ
み
が
え
り
ま
す
。

①
漂
着
し
た
材
木
を
一
定
期
間

保
管
、
持
ち
主
が
現
れ
な
か
っ
た

ら
届
出
人
の
所
有
と
す
る
。
こ
れ

は
今
の
警
察
の
遺
失
物
の
扱
い
と

同
じ
で
あ
る
。
②
当
時
の
九
十
九

里
沖
は
遭
難
船
の
船
材
が
し
き
り

に
流
れ
着
く
ほ
ど
船
舶
の
航
行
が

盛
ん
で
あ
っ
た
。
講
義
の
ポ
イ
ン

ト
は
こ
の
二
点
で
す
。

現
代
の
暮
ら
し
の
基
礎
は
江
戸

時
代
に
で
き
あ
が
っ
た
、
古
文
書

を
読
み
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
は
現
代

を
学
ぶ
こ
と
だ
と
先
生
に
は
教
え

ら
れ
ま
す
が
、
学
習
会
で
は
毎
回

そ
の
こ
と
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

広
報
二
月
号

｢

白
子
町
50
周
年

記
念
特
集
号｣

に
昭
和
四
十
八
年

頃
の
白
子
海
岸
の
写
真
が
載
り
、

南
白
亀
川
河
口
に
堆
積
す
る
砂
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
前
回
お
話

し
た
地
形
図
は
こ
の
写
真
と
同
じ

よ
う
に
、
図
上
の
歴
史
的
事
実
を

記
録
・
証
明
し
て
い
ま
す
。
で
す

か
ら
、
古
い
地
形
図
が
必
要
な
時

は
国
土
地
理
院
で

｢

謄
本
申
請｣

を
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

海
岸
侵
食
は
漁
港
・
護
岸
・
離

岸
堤
建
設
、
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
投
入
、

河
川
改
修
な
ど
の
影
響
を
受
け
ま

す
が
新
旧
地
形
図
を
合
わ
せ
こ
れ

を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

最
近
、
気
象
庁

｢

精
密
地
震
観

測
室｣

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
開
設

さ
れ
私
が
管
理
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ
の
リ
ン
ク
を
申
し
込
ま
れ
ま

し
た
。
江
戸
時
代
の
下
級
武
士
が

十
年
間
続
け
た
日
記
を
紹
介
す
る

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
す
が
、
日
記
は

長
期
に
わ
た
り
善
光
寺
地
震

(

一

八
四
七)

を
記
録
し
て
い
ま
す
。

先
端
技
術
を
駆
使
し
て
観
測
す
る

気
象
庁
が
歴
史
的
な
地
震
情
報
収

集
・
研
究
に
力
を
入
て
い
る
こ
と

を
、
改
め
て
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

先
進
国
が
温
室
ガ
ス
削
減
義
務

を
負
う

｢

京
都
議
定
書｣

が
発
効

し
ま
し
た
。
歴
史
を
学
び
、
こ
の

問
題
の
正
確
な
知
識
を
身
に
つ
け

る
に
従
い
、
地
球
温
暖
化
・
異
常

気
象
・
侵
食
を
、
私
自
身
の
問
題

と
し
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

(

高
橋
昭
彦)

『

九
十
九
里
浜
の
詩』

の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は

������������	�
����������	��
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菊
池
寿
江
さ
ん

(

五
井
東)

が
平

成
16
年
度
全
国
交
通
安
全
功
労
者
交

通
対
策
本
部
長
表
彰
を
受
賞
し
、
昨

年
12
月
７
日

(

火)

、
総
理
大
臣
官

邸
で
行
わ
れ
た
表
彰
式
で
、
同
本
部

長
の
細
田
内
閣
官
房
長
官
か
ら
表
彰

状
を
受
け
取
り
、
受
賞
者
を
代
表
し

て
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

菊
池
さ
ん
は
、
平
成
４
年
の
白
子

町
交
通
安
全
母
の
会
設
立
以
来
会
長

を
務
め
、
平
成
８
年
か
ら
は
千
葉
県

交
通
安
全
母
の
会
連
合
会
の
会
長
な

ど
、
ほ
か
に
も
交
通
安
全
に
関
す
る

要
職
に
就
か
れ
、
そ
れ
ら
の
功
績
が

認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

不
法
投
棄
監
視
員
の
牧
野
清
和
さ

ん(

八
斗
東)

が
、
１
月
21
日(
金)

、

青
葉
の
森
公
園
芸
術
文
化
ホ
ー
ル

(

千
葉
市)

で
開
催
さ
れ
た
千
葉
県

廃
棄
物
適
正
処
理
推
進
大
会
の
席
上

で
、
産
業
廃
棄
物
適
正
処
理
推
進
功

労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
牧

野
さ
ん
は
平
成
８
年
か
ら
不
法
投
棄

監
視
員
と
し
て
積
極
的
に
活
動
を
続

け
ら
れ
て
い
ま
す
。｢

い
ろ
ん
な
こ

と
が
あ
る
け
ど
、
地
域
の
方
が
通
報

し
て
く
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
み
ん
な

が
協
力
し
て
く
れ
る
お
か
げ
だ
ね
。｣

と
監
視
活
動
で
の
色
々
な
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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山
に
雪
一
つ
覚
え
の
蕎
麦
を
う
つ

雪
催
駅
の
ベ
ン
チ
に
小
座
蒲
団

�
�

一
か
け
ら
土
砂
か
た
む
き
て
地
虫
出
づ

焚
火
の
香
ま
と
ひ
焚
火
の
輪
を
離
る

�
�

常
陸
路
や
鮟
鱇
鍋
の
同
期
会

探
梅
や
天
神
茶
屋
の
句
座
盛
る

�
�

立
春
の
木
立
の
奥
に
海
光
る

南
房
の
湾
を
眼
下
に
紅
椿

	
�

人
柄
の
出
て
い
る
一
句
冬
帽
子

語
尾
な
が
く
ひ
び
く
号
令
出
初
式



�

草
引
け
ば
根
張
り
た
し
か
に
二
月
か
な

老
同
志
菜
園
談
義
冬
ぬ
く
し

�

�

鵯
鳴
い
て
薮
暮
寒
さ
と
ど
こ
ほ
る

雉
鳩
に
追
は
れ
飛
び
立
つ
寒
雀

�
�

立
春
や
竹
林
ゆ
る
き
光
入
れ

厨
よ
り
香
り
も
れ
く
る
ふ
き
の
と
う

�
�
�

踏
張
っ
て
老
梅
凛
と
花
咲
か
す

冬
う
ら
ら
真
綿
の
よ
う
な
昼
の
月

�

草
萌
に
杖
つ
き
庭
を
一
周
す

立
春
や
気
持
も
軽
く
爽
や
か
に

�
�
�

庭
先
の
白
梅
の
香
の
盛
り
か
な

豆
撒
き
し
幼
き
頃
の
思
ひ
出
よ

�
�

朝
の
陽
に
寒
餅
の
水
張
り
換
え
る

湯
の
椀
を
両
手
で
包
む
今
朝
の
冬

�
�

声
高
の
子
等
の
遊
び
に
日
脚
伸
ぶ

車
検
よ
り
帰
る
ト
ラ
ッ
ク
日
脚
伸
ぶ
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氏 名 保護者 自 治 区

鈴 木 杏
あん

奈
な

俊 雄 福 島

田 邉 皇
こう

貴
き

宏 行 五 井 東

川 野 貴
たか

大
ひろ

利 明 牛込新田

河 野 姫
ひ

夢
め

乃
の

二 郎 北高根東

宇野澤 ひなた 秀 和 中 里 東

� 山 咲
さく

良
ら

誠 関 西

片 岡 彩
あや

奈
な

久 也 中 里 中

山 本 惇
あつ

矢
や

哲 浜宿新田

佐久間 星
しょう

希
き

貴 洋 関 南

氏 名 年齢 世帯主 自 治 区

片 岡 84 本 人 浜 宿 東

寺 田 義 幸 64 光 子 関 南

斉 � 四 郎 88 玲 子 牛 込 東

緑 川 重 一 56 テ ヱ 中 川 岸

森 川 英 雄 55 ま 八 斗 西

荒 川 富美子 54 利 道 北高根西

田 � 卓 志 78 つ ね 五 井 東

三 橋 ふ じ 91 正 雄 牛込新田

野 口 芳 雄 91 功 福 島

今 関 トシ江 73 昭 廣 中 川 岸

� 岡 裕 貴 28 � 中 里 東

小 � � 刀 91 義 明 驚 東

守 山 良 治 87 日高美智子 驚 西

片 岡 志 も 94 久 治 中 川 岸

田 中 政 子 88 優 南 日 当

長 島 主 計 79 良 枝 剃 金 西
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� � ３月20日(日)
８：30 受付

��� 労災リハビリテーション
体育館

���� 男女個人戦 (単・複) で
トーナメント方式

	
� 大会当日､ 会場の体育館で
受け付けます｡

���� �����

�33－2111 (内421)

�����

優 勝 板倉 広明・金坂 裕 組
準優勝 湊 孝・江利川 清 組
３ 位 野中 大輔・鶴岡 一宏 組
�����

優 勝 緑川あゆみ・梅澤ゆかり 組
準優勝 大嶋かおり・半沢千加子 組
３ 位 北田えり子・西尾 仁美 組

内閣府では､ 国際感覚豊かな青年
を育成するため､ 青年国際交流事業
に参加する青年を募集しています｡
����

� !"#$%&'

・国際青年育成交流
・日中､ 日韓青年親善交流
()*#$%&'

・世界青年の船
・東南アジア青年の船

+ , 18～30歳までの男女
- . 交流活動を円滑に行える

一般教養・英語力がある者
��/0 ３月22日(火)まで
1234 ４月13日(水)
5�6����

県庁県民生活課青少年室

�０４３(２２３)２３３０

������ (��)

����

��������	
���������	
�

���������	までにかかったお子さんの医療費は､ 旧制度の償還払い
で助成しておりますが､ 申請の受付が���
�����	�����｡
まだ申請をされていない方は､ お早めに保健福祉課保健係 (農業者健康管
理センター) で手続きをしてください｡
78�9%:;<：平成15年３月31日までの

○３歳未満児の入院と通院
○満３歳から小学校入学までの７日以上継続した入院

	=>?/0：医療費を支払った日の翌日から２年間
例) 支払日：平成15年３月15日→申請期限：平成17年３月15日
※申請の方法等については､ 担当係にお問い合わせください｡
保健福祉課 保健係 �３３－２１１１ (内線５０１)

��������	
����������������

※大多和医院と長生病院は､ 通常の診療時間となります｡
問い合わせ 保健福祉課 (保健係) �３３－２１１１ (内線５００)

�� !"#$%&

������� �!����"#$%&�'(�

３月１日(火)～３月７日(月)は ｢こども予防接種週間｣ です｡
この期間に､ 診療時間を拡大して平日の夜間(18時頃～20時頃)と土曜日に
予防接種ができます｡
白子町が個別接種として行っている予防接種は三種混合・麻しん・風しん
です｡ 通常の診療時間に予防接種が受けにくい方(特に麻しん・風しんが未
接種の方)は､ ぜひこの機会に済ませましょう｡
���������������� !"#�$%�&'�(�)*+,

��-./012

医療機関名
１日

(火)

２日

(水)

３日

(木)

４日

(金)

５日(土) ６日

(日)

７日

(月)午前 午後

@ A : B

�33-2211
○ ○ ○ ○ ○ × × ○

C D : B

�33-2356
○ ○ × ○ × ○ × ○

EFGHIJG

�30-3733
○ × ○ ○ ○ ○ × ○

KLEM:B

�25-0776
○ ○ × ○ ○ ○ × ○

��������

��������



� � ３月27日(日)10:00～12:00
��� 特別養護老人ホームはまひるがお

地域交流スペース(２Ｆ)
�� ｢痴呆(認知症)の理解と対応｣多くの多

くの人に支えられた介護の体験を通して
�� 呆け老人をかかえる家族の会

千葉県支部副代表 広岡成子 氏
	
 �������������

���

��� 無料
� �!" 電話･はがき･ＦＡＸで
#$% ３月18日 (金)
� �&'()*+

在宅介護支援センターはまひるがお
白子町古所５４２１－１

�30-2755 FAX30-2756 (担当 杉田)

� � ３月２日(水)14:00～16:00
��� 長生合同庁舎3階
� , ｢家族のための心理教育｣
� � 国立精神・神経センター

ＡＣＴ－Ｊプロジェクト
臨床チーム 土屋 徹 氏

	 
 精神障害をもつ方のご家族
��� 無料
'()*+

長生健康福祉センター (長生保健所)
地域保健福祉課�２２－５１６７

� � ４月21日(木)・22日(金)・
23日(土)・５月12日(木)

��� 松戸市消防局､ 千葉県西部防
災センター､ 建設技術展示館

	 
 千葉県内に在住・在勤の方
- . 40人
� �&'()*+

災害救援ボランティア推進委員会

�03(3584)4085 FAX03(3589)1703
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千葉地方法務局一宮支局では､ 毎週月曜日に人権相談を行っています｡
秘密は堅く守られますので､ お気軽にご相談ください｡
� � 毎週月曜日 ９：００～１６：００
� � � 千葉地方法務局 一宮支局 (一宮町一宮２６３４－１)

�４２－３５１５
/ 0 . 人権擁護委員・法務局職員
/0�� 親子､ 夫婦､ 扶養､ 相続､ 借地､ 借家､ 名誉､ 信用､ 差別､ 私

的制裁､ いじめ､ 体罰などの人権問題

��� 	!"#$ %&'(��
� � ３月24日(木) ９：00～
� � � 茂原市役所・市民室先着６０名で終了です｡

※年金手帳など､ 相談内容により必要なものがありますので､
事前に役場へお問合せください｡

'()*+ 保健福祉課年金係 �３３－２１１１ (内１２３)

��� 	!"#$'(��

)*+,-./01-
12/02 ３月12日(土)・13日(日)
3456 ９：30～16：00
78/02 ３月７日(月)・14日(月)・22日(火)・28日(月)

受付時間を夜７時まで延長します！
/0�� ①年金請求関係

②給付に関する諸届
③期間照会・年金見込額関係
(見込み額に関しては55歳以上の受給資格のある方)

④その他､ 年金関係の相談
※相談には必要書類等がありますので､ 事前にお問合せください｡
千葉社会保険事務所 �０４３－２９０－８７７０

23456'(789:;:<=2
これからの日本は超高齢・人口減少社会になると予測されています｡
長い老後を安心して暮らすために年金は欠かせません｡
財政事情の悪化などから年金への不信感が広がっていますが､ 新しい

農業者年金は少子高齢化による加入者数の変化や財政事情に左右されな
い今の時代にぴったりの安全・安心な公的年金です｡
担い手への保険料の助成や税金控除などメリットも多くあります｡
'()*+&� � 白子町農業委員会 �３３－２１１１(内１５２)

長生農協白子支所 �３３－２１４１(総務担当)
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���� 内科・小児科 茂原市八千代1－5－4 (茂原消防署のうら)
���� 午後８時～11時まで �２４－１０１１
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